
　グッチはエレン・マッカーサー財団
の戦略的パートナーとなり、未来に向
けたブランドビジョンのひとつである
サーキュラーエコノミーへの取り組み
を加速させると7月7日に発表した。
　この新しい戦略的パートナーシップ
は、ピープル（人々）とプラネット（地球）
にポジティブな変化をもたらすことを目
指すグッチの継続的なコミットメントに
基づいて締結。詳細は、Equi l ibr i -
um.Gucci.comで公開された2021
年 Gucci Equilibrium インパクトレ
ポートに記載されている。
　グッチは、常に進化し行動することで
社会および環境の変革をサポートする
というブランド理念に基づき、またサー
キュラーエコノミーの原則として、廃棄
物と汚染をなくし、製品や原料を循環
させ、自然を再生するという3つの目標
を打ち立て、その実現に向けてさまざ
まな取り組みを推進してきた。
　同パートナーシップは、これをさらに
強化し発展させるもの。長い年月をか
けてグッチはこの取り組みを自社のバ

リューチェー
ン全体に拡大
してきた。リサ
イクル素材の
使用や、オー

ガニックおよび再生可能な生
産システムからの原料調達をは
じめ、「Gucci Off The Grid」
コレクションおよび画期的な非
動物由来の素材「デメトラ」の
開発といったデザインや製品の
イノベーション、Gucci-Upプロ
グラムおよび Gucci Scrap-
lessプログラムによるスクラップ
の削減や端材をアップサイクル

する製造ソリューションを実施してい
る。さらに、購入後のプロダクトケア
サービス、Gucci Vaultでのヴィンテー
ジアイテムのカスタマイズやリセールと
いった新しい試みを通じて、グッチ製品
を長く愛用していただくための仕組み
づくりを推進している。
　グッチ社長兼CEOのマルコ・ビッ
ザーリ氏は「目標と進歩はグッチの最
も重要な価値観です。私たちは常に実
験と進化を繰り返し、グッチ コミュニ
ティのみならず、より広い世界にポジ
ティブなインパクトを与えられるよう努
力しています。2回目となる2021年 
Gucci Equilibrium インパクトレポー
トは、責任あるサステナブルなビジネス
を構築し続けたいという私たちの決意
の証しです。そして、このたびのエレン・
マッカーサー財団との新しいパート
ナーシップを通じて、グッチがこれまで
実施してきた数々の取り組みを発展さ
せながら、サーキュラーエコノミーと再
生型農業への歩みをさらに加速させる
ことができるでしょう」と述べている。

　松坂屋名古屋店では、特色
のある20のギャラリーと組
み、新しいスタイルのアート
フェア「D-art,ART 2022」が
9月1日～5日に開催される。ラ

イフスタイルの変化などもあり、人々の
アートへの関心は高く、デジタルの領

域でもNFTアートが非常に注目を集
めるなど、鑑賞する楽しさから所有する
喜びへとアートのマーケットも拡大。日
本のアート市場は2700億円超、世界
市場規模は7兆円といわれ、日本にお
いてもアートの魅力を発信することで
さらなる成長が期待されている。

　セイコーホールディ
ングス㈱のグループ会
社であるセイコーウ
オッチ㈱の腕時計製
造を担う盛岡セイコー
工業㈱は、公立大学法
人 岩手県立大学の協
力を得て、自社敷地内
に、水資源循環機構を
備えたビオトープ「わく

わくトープ」を8月10日より開設した。

　ビオトープとは「ビオ（生物・生き
る）」と「トープ（空間・場所）」を合わせ
た言葉で、生物の生息環境を自然に近
い状態で人工的に復元した空間のこ
とで、今回開設した「わくわくトープ」
は、地域の植生に加えて、水辺を含む
新たな生態系の創出を目指す生物多
様性保全活動の一環として創設され
たもので、水源には敷地内の雨水を自
然環境の力で質調整しながら活用す
る水資源循環機構が備えられている。

　山梨県・甲府の㈱中
込宝飾が春にデビュー
させたジュエリーブラ
ンド「nocon（ノコン）」
から秋の新作が登場。
自然にコーディネート
に馴染むジュエリーが
提案された。
　ジュエリー産
地“甲府”らしく、
クラフトマンの手作業のぬくもりが感じ
られるテクスチャーに、天然石の個性
的なカッティングも魅力になっている。
　毎日の定番ジュエリーとしてシンプ
ルに装え、自分らしいコーディネートを

楽しみたくなるジュエ
リーだ。
　コレクションは、ロン
ドンブルートパーズの
深いブルーに魅了され
るシリーズ「Blue Mes-
sage」。ナチュラルな色

彩 の 天 然 石 シ
リーズ「 E m o -
tional Gems」。

　様々なタイプのリングシリーズ「Ring
Perfume」など、秋らしいコーディネー
トに似合うデザインが揃っている。
　なお、オンラインショップとインスタ
グラムを展開している。

　地金の高騰と不景気の煽りか
ら買取業が盛んなのは周知の通
りだが、円安が進むにつれ、海外
からの消費者にとって日本での買
い物が安くなるためにラグジュア
リーブランドに人気が集まってい
る一方で、各ブランドが日本での
価格引き上げを実施すると同時
に、中古品の人気を促進している。
　東京・上野エリアでは、数百件の中
古ラグジュアリー取引店が集中してお
り、中古ブランド品の販売が活性化。
多くの観光客が中古ラグジュアリー市
場で「宝探し」を楽しみ、売上の30～
40％を外国人観光客が占めるように

なってきており、各買取店の買取
強化も始まっているとのこと。
　これだけ中古品の買取が増
え、かつての悪いイメージは払拭
され、「エシカル消費」で循環する
社会を目指す現代においては、リ
サイクル及びアップサイクルを視
野に入れた製造もしくは、アフ
ターサービスを取り入れた循環

型の製造・販売を取り入れても良い頃
だろう。宝石全般における買取金額が
全体的に認知され始めるのも時間の
問題で、ものづくりとしての価値を段階
別に示せるようにしておくことが大切に
なりそうだ。

　「４℃」がブランド創立50周年に先
立ち、「ジュエリー＝女性」のものであ
る、という固定観念のある時代を超え、
自分らしいアイテムを思いのままに身に
着けてほしいとの想いから、ミニマルな
デザインにささやかな遊び心を添えた

ジェンダーレスライン「４℃ 
HOMME+」がローンチされ、
今回コイル状に連ねた地金が
印象的な「Coil Collection」
が登場。水平線のように均整

の取れた地金をコイル状に重ね、
シャープな印象に仕上げたコレクショ
ンは、洗練されたジオメトリックなフォ
ルムに、ひとひねりのアクセントが光る。
一本のラインにゴールドコーティングを
施したバイカラーデザインは、着け方に
よって印象が変わる魅力的なアシンメ
トリージュエリー。ネックレスやヘアセッ
ト、トップスに合わせて着ける耳を変え
て、自分らしい表情に。シンプルなデザ
インでシーンを問わず楽しめるので、カ
ジュアルなファッションジュエリーとし
ても、大切な人とのつながりを深める
シェアジュエリーとしてもおすすめ。
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印象変わる魅力的なアシンメトリー

中込宝飾「nocon」から新作登場
コーディネートに馴染むジュエリー

未来に向けたブランドビジョン
グッチがインパクトレポートを発表
廃棄物と汚染を無くし、循環させ、自然を再生

4℃ HOMME

　毎年のことながら梅雨が明けると気
持ちに一線を引く。冷たい飲み物は控
える。普段でも控えているが夏場は特
に気を付けて飲まないようにしている。

熱い日本茶、ホッ
ト珈琲、お湯割り
の麦茶でひと夏を
越える。長丁場の
暑い日々を健康に
過ごすには生活の
リズムを崩さない
ことが基本になる。
こまめに水分補給
をすることがキャ
ンペーンのように

喧伝されているが、そうなると胃腸が休
まる時がない。とりわけ冷えた飲料は胃
弱から食欲減退、夏バテのプロセスに
ハマる心配が先に立つ。確かに真夏の
東京を歩き回ると、喉は乾き、私のよう
にあまり汗をかかない人間でも、顔か
らも背中からも汗が流れる。太陽が容
赦なく襲い掛かって体全体を暑さで包
むような感じはある。けれども胃腸が
しっかりしていて健全な食欲が湧いて
いるならば、その直線的な日光の力を
体の芯で受け止めて跳ね返すことがで
きる。体力的にはきついが精神的には
粘りがあって気持ちよくさえある。気温
は危険レベルなどと言われるが、内臓
が同じように上がるとは思えない。睡眠
を十分とりいつもと同じように決まった

夏 雑感
鰻とかき氷とジャージャー麺
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時間にしっかりと食事をすることこそ
最大の夏バテ対策だと考えている。
　これも毎夏のことながら、風物詩の
ように鰻、かき氷、ジャージャー麺を一
度は食べてみようと思っていて、鰻は
食べた。吉野家の一枚うな重１０７８
円（込）。去年はうな丼で９００円くらい
と記憶している。鰻がお粗末でやれや
れと残念であったが、吉野家も創意工
夫進化しているのであろう。鰻はどこで
も食べられるがかき氷となると店を探
すようである。かき氷なら何でもいいと
いうのではない。ガラスの器に山のよう
に盛った氷と器の底に寝そべるように
置かれた暗赤色のアズキ。あの正統派
というべき昔ながらの氷アズキを真夏
の頂点ともいうべき暑い日に食べたい
のだ。でも甘味処も少なくなってとりわ
けあの「氷」という旗を店先に見かけな

くなった。パタパタと風にゆれるあの四
角い「氷」と染め抜かれた旗が日本の
夏を象徴していたはずなのに。寂しい
限りだ。一年に一度しか行かない店、
はて今年もやっているだろか。
　冷えた中華麺に熱い肉みそのタレ、
モロキュウの添え物、ジャージャー麵
となるとかき氷よりもさらにマイナーで
冷やし中華ソバの類に夏の主役を
譲っている。ネットで店を検索してわざ
わざ行くというのも気が進まない。歩
いていてぶつかったところにジャー
ジャー君が主役の顔をして座ってい
る、そういう店がないだろうかと思う。
　今年令和四年の夏、世の中は何か
と騒がしい。騒がしいけれどもそんな
世事にかかわりなく季節はもうすぐ秋
となりそして冬春へと移ろって行く。若
い時は分からなかったが無常ともいう
べき時の流転に身をさらしているとそ
の時々の旬を食する楽しみはささやか
だが格別のものがある。力みや気負い
が薄らぐと平穏と平凡は実に貴重なも
のに見えてくる。来年も鰻とかき氷と
ジャージャー麺と付き合おうと思って
いる。
　　　　　　　　　　　　　  貧骨
　　   cosmoloop.22k@nifty.com
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